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水木しげるロードリニューアルに伴い、新たに18体のブロンズ像が加わりました。

今回のブロンズ像は全て、スポンサー公募事業により制作されたものです。

これらのブロンズ像は、最終的に水木しげるロードの歩道に

設置されるものですが、

今回、JR境港駅前公園に

期間限定で展示されます。

新設ブロンズ像18体が

一同に設置される貴重な

機会となりますので、

ぜひご覧ください。

境港市役所 水木しげるロードリニューアル推進課
TEL.0859－47－1026  FAX.0859－44－3094　E-mail:mizukiroad@city.sakaiminato.lg.jp
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Ⓒ水木プロ

新たに18体のブロンズ像が登場！！

ブロンズ像

の歴史

1993（H5）年

水木しげるロード

オープン

23体

1996（H8）年

水木しげるロード

全線完成

80体

2005（H17）年

第1期スポンサー

ブロンズ像設置

118体

2008（H20）年

河童の泉完成

133体

153体

2012（H24）年

第2期スポンサー

ブロンズ像

設置

2017（H29）年

第3期スポンサー

ブロンズ像

設置

171体

世界妖怪会議7月開催
平成29年

前回、極楽島で行われた世界妖怪会議が

今回は、ここ境港で行われる模様です。

水木しげるロードの妖怪たちも

集結して大賑わいになることは

間違いありません。

世界妖怪会議スケジュール

平成29年 ４月 これまでみたことのない妖怪たちが会議に姿を見せます

 ５月 多くの妖怪たちがぞくぞくと会場に集まってきます

 ７月 外国妖怪たちが会場に到着し、いよいよ会議が始まります

水木しげるロードのリニューアル工事

期間中（平成29年4月下旬から平成30年夏ごろまで）

「世界妖怪会議」と題し、ブロンズ像の特別展示を行います。

場所 JR境港駅前公園

水木しげるロード
リニューアル 号外

2017年4月23日 発行
かわら版



新設18体 ブ ロ ン ズ 像 御 披 露 目
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吾
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フーシギくん

テレビくん

メフィスト二
に

世
せい

大
だい

海
かい

獣
じゅう

出
しゅつげんち

現地：下
しも

総
うさ

（千
ち

葉
ば

県
けん

北
ほく

部
ぶ

、茨
いばら

城
き

県
けん

南
なん

西
せい

部
ぶ

）ほか

食
た

べ物
もの

を与
あた

えず継
まま

子
こ

を殺
ころ

した女が二
ふた

口
くち

女
おんな

となる。口
くち

が前
ぜん

後
ご

にあって､食
た

べるとき

には髪
かみ

の先
さき

が蛇
へび

になり、後
うし

ろの口
くち

の箸
はし

の

かわりをする。後
うし

ろの口
くち

に食
た

べ物
もの

を与
あた

え

ないと、あらぬことをわめいて苦
くる

しめる。

出
しゅつげんち

現地：四
し

国
こく

三
しゃ

味
み

線
せん

の付
つく

喪
も

神
がみ

。その道
みち

に堪
たん

能
のう

な者
もの

に長
なが

年
ねん

使
つか

われた三
しゃ

味
み

線
せん

が

捨
す

てられると、かつての持
も

ち主
ぬし

の念
ねん

のようなものと、元
もと

々
もと

の楽
がっ

器
き

の精
せい

みたいなものが影
えい

響
きょう

し

合
あ

って、妖
よう

怪
かい

化
か

するのだろう。

出
しゅつげんち

現地：愛
あい

知
ち

県
けん

瀬
せ

戸
と

市
し

瀬
せ

戸
と

物
もの

の付
つく

喪
も

神
がみ

らしく､頭
あたま

は徳
とっくり

利、背
せ

は燗
かん

鍋
なべ

と全
ぜん

身
しん

が瀬
せ

戸
と

物
もの

でできている。瀬
せ

戸
と

物
もの

は江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

中
ちゅうき

期ごろに衰
すい

退
たい

し、

唐
から

津
つ

焼
やき

が主
しゅ

流
りゅう

になったが、１８００年
ねん

頃
ごろ

になるとまた主
しゅ

流
りゅう

に

なっていった。佐
さ

賀
が

の唐
から

津
つ

焼
やき

との合
かっ

戦
せん

で瀬
せ

戸
と

物
もの

が勝
しょう

利
り

し

たために、瀬
せ

戸
と

物
もの

は陶
とう

磁
じ

器
き

の主
しゅ

流
りゅう

になり得
え

たのである。瀬
せ

戸
と

大
たい

将
しょう

は瀬
せ

戸
と

物
もの

復
ふっ

活
かつ

に大
おお

いに貢
こう

献
けん

した妖
よう

怪
かい

らしい。

出
しゅつげんち

現地：鹿
か

児
ご

島
しま

県
けん

奄
あま

美
み

群
ぐん

島
とう

河
かっ

童
ぱ

の仲
なか

間
ま

。おかっぱ頭
あたま

の皿
さら

の中
なか

に

は油
あぶら

が入
はい

っていて、夜
よる

になるとこれに

火
ひ

をつけて海
かい

岸
がん

に出
で

てくる。相
す

撲
もう

を好
この

み、人
ひと

に出
で

会
あ

うとすぐに勝
しょう

負
ぶ

を挑
いど

んで

くる。昔
むかし

、南
なん

方
ぽう

から流
なが

れ着
つ

いた神
かみ

だとも

いわれている。

出
しゅつげんち

現地：九
きゅうしゅうちくごがわ

州筑後川、近
おう

江
み

（滋
し

賀
が

県
けん

）琵
び

琶
わ

湖
こ

河
か っ ぱ

童の中
なか

でも親
おやかた

方のように大
おお

きく、人
ひと

に姿
すがた

が見
み

え

にくい。川
かわ

や海
かい

中
ちゅう

に棲
す

んでいて、年
ねん

に一
いち

度
ど

、人
ひと

を海
かい

中
ちゅう

に引
ひ

き入
い

れて精
せい

血
ち

を吸
す

う。夜
よ

更
ふ

けに戸
と

をたたい

ていたずらをしたり、人
ひと

に憑
つ

いたりもする。水
すい

虎
こ

を

よけるには、戸
と

口
ぐち

に鎌
かま

をかけておくといいという。

出
しゅつげんち

現地：中
ちゅうごく

国･四
し

国
こく

地
ち

方
ほう

河
かっ

童
ぱ

の仲
なか

間
ま

。金
かな

物
もの

を嫌
きら

う、相
す

撲
もう

が好
す

き、人
ひと

に憑
つ

くなどといった特
とく

徴
ちょう

が語
かた

ら

れる。赤
あか

ん坊
ぼう

のような姿
すがた

で、鰻
うなぎ

のように

ぬるぬるした肌
はだ

をしており、真
ま

っ赤
か

な

顔
かお

は猿
さる

に似
に

ている。

出
しゅつげんち

現地：石
いし

川
かわ

県
けん

加
か

賀
が

市
し

火
ひ

のついた提
ちょう

灯
ちん

を持
も

って歩
ある

いていると、あると

ころですーっと火
ひ

が吸
す

い取
と

られるようになくな

り、そこを過
す

ぎれば、またもとの明
あか

るさに戻
もど

ると

いう。これが火
ひ

取
とり

魔
ま

の仕
し

業
わざ

だと言
い

われる。

出
しゅつげんち

現地：高
こう

知
ち

県
けん

山
やま

爺
じじい

は山
やまおに

鬼のことであるという。目
め

一
ひと

つ、足
あし

一
ひと

つの老
ろう

人
じん

のようで、蓑
みの

のようなものを着
き

てい

たそうである。全
ぜん

身
しん

に鼠
ねずみ

色
いろ

の短
みじか

い毛
け

があり、目
め

は大
おお

きく光
ひか

っていて、歯
は

が異
いじょう

常に強
つよ

い。狼
おおかみ

さえ

この山
やま

爺
じじい

を恐
おそ

れたという。

出
しゅつげんち

現地：岐
ぎ

阜
ふ

県
けん

揖
い

斐
び

郡
ぐん

河
かっ

童
ぱ

の仲
なか

間
ま

。川
かわ

の中
なか

にいるときは

けっして姿
すがた

を見
み

せないが、川
かわ

底
ぞこ

から

出
で

てくるとよく猿
さる

に化
ば

けるといわれ、

その化
ば

けた猿
さる

の足
そく

跡
せき

はほとんど踵
かかと

がないので、それと分
わ

かるという。

出
しゅつげんち

現地：石
いし

川
かわ

県
けん

能
の

登
と

半
はん

島
とう

秋
あ き た ち ほ う

田地方のナマハゲと似
に

たもので、年
とし

替
が

わりの晩
ばん

に出
で

る妖
ようかい

怪とも神
かみ

のお使
つか

いともつかぬものである。

「アマメ」というのは足
あし

などにできる「怠
なま

けだこ」

のことで、これを剥
は

ぎ取
と

りにくる。農
のう

家
か

ではこれを

歓
かんげい

迎し、甘
あまざけ

酒などでもてなし、この年
とし

も一
いっしょうけんめい

生懸命

に働
はたら

きますと誓
ちか

ったという。

出
しゅつげんち

現地：滋
し

賀
が

県
けん

栗
りっ

東
とう

市
し

クサビラとはキノコのこと。昔
むかし

ひど

い飢
き

饉
きん

があり、人
ひと

々
びと

が餓
が

死
し

寸
すん

前
ぜん

に

追
お

い込
こ

まれたとき、神
じん

社
じゃ

の神
しん

域
いき

に

大
たいりょうはっせい

量発生したキノコを食
た

べることで

餓
が

死
し

の難
なん

から逃
のが

れることができた。

その感
かん

謝
しゃ

の気
き

持
も

ちをこめて、その神
じん

社
じゃ

を「菌
くさびらじんじゃ

神社」とよぶようになった。

出
しゅつげんち

現地：神
か

奈
な

川
がわ

県
けん

相
さ

模
がみ

原
はら

市
し

土
ど

用
よう

の期
き

間
かん

に邸
てい

地
ち

内
ない

に現
あらわ

れる 一
いっ

種
しゅ

の土
と

地
ち

神
がみ

。その

期
き

間
かん

に土
つち

をいじったり、草
くさ

むしりをすることは､土
ど

用
よう

坊
ぼう

主
ず

の頭
あたま

をひっかくことになるため行
おこな

ってはならない。

月
つき

の裏
うら

側
がわ

にあるムーン大
たい

陸
りく

の王
おう

様
さま

の息
むす

子
こ

。1万
まん

2 

千
せん

年
ねん

前
まえ

に地
ち

球
きゅう

にやってき

て眠
ねむ

っていた。マシュマロ

のように柔
やわ

らかい体
からだ

をし

ており、自由に変
へん

形
けい

させ

ることができる。

日
に

本
ほん

の超
ちょうのうりょくしゃ

能力者の元
がん

祖
そ

「役
えんの

行
ぎょうじゃ

者」の３０代
だい

目
め

にあた

る少
しょう

年
ねん

。前
ぜん

鬼
き

･後
こう

鬼
き

と家
か

老
ろう

のめがねじじいを従
したが

え､自
じ

在
ざい

に伸
の

び縮
ちぢ

みする手
て

足
あし

や

不
ふ

思
し

議
ぎ

な力
ちから

を使
つか

って悪
わる

い

妖
よう

怪
かい

たちを懲
こ

らしめる。

「テレビくん」はテレビの中
なか

に自
じ

由
ゆう

に出
で

入
い

りできる

不
ふ

思
し

議
ぎ

な少
しょう

年
ねん

山
やま

田
だ

君
くん

のニックネーム。テレビ画
が

面
めん

に入
はい

り、コマーシャルに出
で

てくるアイスクリーム

などを食
た

べたりする。この力
ちから

を使
つか

い、めぐまれな

い子
こ

供
ども

たちを励
はげ

ましながら全
ぜん

国
こく

をまわっている。

人
じんるいしじょう

類史上、最
さいこう

高の天
てんさいしょうねん

才少年。普
ふ

段
だん

は頭
あたま

の悪
わる

いふりをしている。地
ちきゅうじょう

球上

から苦
くる

しみをなくし、楽
らく

園
えん

のような

世
せ

界
かい

にするため、十
じゅう

二
に

使
し

徒
と

ととも

に、魔
ま

物
もの

と戦
たたか

う。

悪
あく

魔
ま

くん（埋
うも

れ木
ぎ

真
しん

吾
ご

）の十
じゅう

二
に

使
し

徒
と

のひと

り。頭
あたま

の一
いっ

本
ぽん

角
づの

やシルクハットにマントの出
い

で立
た

ちは父
ちち

メフィスト譲
ゆず

り。強
きょう

力
りょく

な魔
まりょく

力で、

悪
あく

魔
ま

くんや仲
なか

間
ま

たちと魔
ま

物
もの

を退
たい

治
じ

する。

ニューギニアの湿
し っ ち た い

地帯に棲
せいそく

息する巨
きょ

大
だい

生
せい

物
ぶつ

で、くじらの祖
そ

先
せん

ゼオクロノドンが進
しん

化
か

せず､そのままの姿
すがた

で三
さん

億
おく

年
ねん

もの時
とき

を生
い

きながらえてきたもの。鬼
き

太
た

郎
ろう

はその

血
ち

を注
ちゅうしゃ

射され、大
だいかいじゅう

海獣になってしまう。
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贈そのこレディースクリニック（愛知県尾張旭市）

贈有限会社 池商

（鳥取県境港市）

贈有限会社 ユー・プラネット　株式会社LEM空間
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平成29年4月23日


